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公立園の安全網機能を守り、子どもの安全と地域の暮らしを両立する

状況を把握

高瀬移転で農業・道路・安全に
懸念

→
質問する

公立園の役割・休園基準・移転
経緯を確認

→
市の答え

公立園を安全網と位置づけ移転
案を整理

→
次を確認

造成・道路・農業影響・支援機
能を確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

公立園の役割を明確にし、高瀬こども園
移転に伴う送迎安全、道路、農業への懸
念と地域の理解を整理する必要がありま
す。

質問

公立園の役割、光岡の休園判断、高瀬の
存続、移転経緯、農業と安全への懸念、
東西入替え案を確認しました。

市の答え

公立園は民間で対応が難しい場合の安全
網。高瀬は人数だけでなく役割を踏まえ、
園舎と駐車場の東西入替え案を市が示し
ました。

最重要の到達点 公立園のセーフティーネット機能と、園児の安全・地域の農業を両立すること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

公立園の役割 配慮が必要な児童、困窮・虐待リスク、緊急受入れ等を担うセーフティーネット

休園判断 光岡は申込7人で集団保育環境を優先。高瀬は51人在籍で役割も含め慎重に判断

移転経緯 用地取得後、道路懸念と用地不足を受け再検討。令和7年12月に市が東西入替え案を提示

農業と安全 園舎を西側へ移し、直接接続・ロータリー・農地との距離確保で懸念低減を図る

議事にある具体事項 東側土地は「子どものために活用したい」とする一方、住民理解を得て決める段階であり、活用方法は未決定

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和8年3月定例会／日田市 令和8年度当初予算・6月補正予算・発注見通し（2026年9月5日確
認）
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その後の進捗

2026年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

当初予算を計上 令和8年度当初予算に、公立教育・保育施設整備事業（高瀬こども園）4,702万2千円
を計上しました。

文化財調査で補正 埋蔵文化財の本掘調査が必要となり、令和8年6月補正で園舎部分3,136万円、周辺道
路部分2,448万2千円を増額しました。

造成工事を準備 令和8年度発注見通しでは「高瀬こども園建設予定地造成工事」が第3四半期予定とし
て掲載されています。

移転完了ではない 予算化・文化財調査・造成準備へ進展。調査結果、道路、建設工程、農業影響、東側
土地、支援機能を確認します。

出典：日田市議会 令和8年3月定例会／日田市 令和8年度当初予算・6月補正予算・発注見通し（2026年9月5日確認）


